
地理的制約の厳しい地域

地理的制約を克服する豊かな定住環境
の創造

自立圏域

東アジア、広域ブロックとの交流連携概念図

自立圏概念図

国際交流フロンティア

九
州
自
立
広
域
圏

九州らしい戦略の展開の基本的な考え方（イメージ）

バランスよく分布する都市が牽引するこ
とにより九州圏各地域の自立を促進

・歴史文化に根ざし東アジアと我が国を結ぶ国際交流
フロンティアの形成

資料３

我が国と東アジアの交流連携拠点となる九州圏
の形成

交流連携軸

適度に分散する都市機能を充実・相互利用
し、新たな発展を促す交流連携軸を展開

成長型・牽引型産業アイランドの形成

・現行アイランド（カー、シリコン、オーシャン、マテリアル、フード、ヒーリング）
・次世代アイランド（エコ、インテリジェント、ナノ・セルテク、ロボット・エアロスペース）の展開

九州圏の一体的な発展を牽引する成長型・牽引型産業アイランドの形成

・三段階の自立規模に応じた圏域を創造
・自立圏を単位とした効率的な戦略を展開

ネットワーク形成

地理的制約の厳しい地域を含め九州圏
全体の取組のネットワーク構造の展開
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凡 例

九州自立広域圏

基幹都市圏

基幹都市連携軸

凡 例
都市自然交流圏

基幹・拠点都市圏

基礎生活圏

基幹・拠点都市

生活中心都市

農山漁村

都市自然交流軸

機能補完

凡 例
基礎生活圏

生活中心都市

農山漁村
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生活文化交流軸

機能補完

交流連携
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カーアイランドカーアイランド

シリコンアイランドシリコンアイランド

オーシャンアイランドオーシャンアイランド

マテリアルアイランドマテリアルアイランド

フードアイランドフードアイランド

ヒーリングアイランドヒーリングアイランド

・個性的で魅力ある基幹都市圏を極とした多極型
圏土構造からなる九州自立広域圏の形成

・基幹都市圏の高次都市機能を充実・相互補完し
新たな発展を促す基幹都市連携軸の展開

・広域的な連携による防災、医療、子育て、
環境、知的ネットワークの展開

・適度に分散した基幹・拠点都市を核とする
都市自然交流圏の形成

・都市と自然の双方を享受するための都市自然
交流軸の形成

・生活中心都市等を核とする基礎生活圏の形成
・生活関連サービスの機能補完、新たな発展を
促す生活文化交流軸の形成

３次救急医療施設３０分圏

３次救急医療施設１時間圏

ドクターヘリ２０分（７０ｋｍ）圏（実線は現況）

ドクターヘリ３０分圏（実線は現況）

医療ネットワーク（例示）医療ネットワーク（例示）

凡 例

福岡市

佐賀市

長崎市
熊本市

宮崎市

鹿児島市

凡 例

基幹都市

基幹都市通勤通学５％圏

延岡市

凡 例

基幹都市圏

基幹都市圏間の

地域連携軸

大分市

・地理的制約を克服する生活活動・生産活動、
安全・安心でうるおいある居住環境の形成

【九州南部「川と森」の県際交流推進会議】
県境にある市町村が、行政・文化・経済等の「交流
と連携」のもと連絡調整を実施

（構成自治体）
えびの市・人吉市・大口市・菱刈町・湧水町

熊本県

宮崎県

鹿児島県

九州南部「川と森」の九州南部「川と森」の
県際交流推進会議（例示）県際交流推進会議（例示）

生活中心都市

その他の町村

交流連携軸

凡 例

【基幹都市】
・県庁所在地都市
・人口３０万人以上都市
・重要な地域拠点としての機能
を果たす都市
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・グローバル化に対応した産業・活動の展開
・九州圏の一体的な発展の推進

凡 例

交流連携（海外）

交流連携（他ブロック）
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【拠点都市】
人口：１０万人以上の場合
・昼夜間人口比率：概ね１以上
人口７万人以上１０万人未満の場合
・昼夜間人口比率：概ね１以上
・DID人口：２万人以上
・高校数複数
・売り場面積１０万㎡以上
・救急病院数複数

750,000～
250,000～
100,000～

50,000～
～50,000

長崎市

基幹・拠点都市

基幹・拠点都市 ６０分圏

基幹・拠点都市１２０分圏

凡 例

福岡市

佐賀市
佐世保市

熊本市

飯塚市

諫早市

八代市
延岡市

宮崎市

都城市

北九州市

長崎市

別府市

鹿屋市

霧島市

唐津市

鹿児島市

薩摩川内市

日田市

大村市

大分市

佐伯市

中津市

天草市

大牟田市

久留米市

流域連携等（例示）流域連携等（例示）

凡 例

流域連携

内海連携

海洋・島嶼連携

基幹・拠点都市

久留米市

北九州市

一定条件による一定条件による例示例示

基幹・拠点・生活中心都市

基幹・拠点・生活中心都市３０分圏

凡 例

【生活中心都市】
・高校数１校以上
・売り場面積３万㎡以上
・救急病院数１箇所以上

一定条件による一定条件による例示例示

基幹・拠点・生活中心都市３０分圏外

離島・半島地域

凡 例

地理的制約の厳しい地域（例示）地理的制約の厳しい地域（例示）


